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“協働”でもっと住みよいまちづくり
問市民連携推進課Ｔ43-9207

　人口減少・少子高齢社会にあって、地域の安全・安心や環境問題など、個人や行政だけでは解決が難しい問題が増
加している中、さまざまな形で地域の課題解決に取り組む市民の皆さんの活躍が注目されています。また、市民の皆
さんや事業者、行政など、多様な主体によるパートナーシップにより、さらに良いものを生み出す「協働」という手法が、
まちづくりのさまざまな場面で取り入れられています。市では、｢協働のまちづくり｣を推進し支援しています。

　市民活動団体（ボランティア、NPO）をはじめ､地域活動団体（町内会・自治会やPTAなど）、事業者、教育機関、行
政など、多様な主体によるパートナーシップ（協力・信頼関係）により、同じ目標のために協力しあうことをいいます。

協働とは?

協働のまちづくりの例
地域コミュニティの活性化　観光振興　安全安心のまちづくり
子育て支援　防災力の向上　子どもの健全育成　伝統文化の伝承 など

協働のメリット・効果
『相乗効果』

　互いの特性や得意分野を生
かし、不足する部分を補完・
協力しあうことで、個々に取
り組んだ結果以上の効果を生
み出すことができます。

協働を進めるために
は、相手との信頼関
係が大事!
信頼関係を深めるに
は「対話」が大事!

みんなが協力し合って、住みよいまちをつくる。それが「協働のまちづくり」です。
皆さんのアイデア、活動、助け合いが住みよいまちをつくります。
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対等の立場で
　�お互いの立場を理解し、自
主性を尊重

お互いの長所を活かして
　相乗効果が得られる
同じ目標のために協力しあう
　�公益的な目的の共有と合意
形成

性格の異なる主体が
　�市民活動団体、地域活動団
体、事業者、教育機関、行政
など

地域活動地域活動
団体団体

教育機関教育機関市民活動市民活動
団体団体

行政（市）行政（市）事業者事業者
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わいぐは今年で
開設20周年！
これからも皆さ
んの活動を支援
していきます。

市民活動を支援するための助成金・奨励金制度があります

協働のまちづくりを進めるため、市では、皆さんが取り組む協働事業や市民活動などを支援します。
ノウハウやアイデア、コーディネートが必要な場合は、お気軽に市民連携推進課にご相談ください。

〈協働のまちづくり出前講座〉
事業者や団体などに市の職
員が出向き、協働のまちづ
くりの理念や考え方、制度
などについてわかりやすく
説明します。

市民活動を支援するための市の取り組み

　団体登録をすると、わいぐから市民活動に役立つ情報（各種イベント・助成金
情報）をメールなどで受け取ることができるほか、団体の資料や文房具を保管で
きるロッカーを利用したり、住民活動図書コーナーに設置している書籍を借り
ることもできます。

集う 会議や打ち合わせに利用可能なスペースの提供（定員20人） 要予約 

作業
資料作成などに役立つ印刷機（1原紙につき100円）、紙折機やペー
パーカッター（無料）を設置しているワークステーション
 要予約 

相談 活動の悩みなんでも相談、パソコンスキルアップ相談の無料相談窓
口を設置

調べる 住民活動情報コーナーや助成金コーナー、パソコンコーナーにて、
活動に必要な情報を調べることができる

●施設の機能

問市民活動サポートセンター「ふれあいセンターわいぐ」　Ｔ73-3311　Ｆ73-3312　Ｅsupport@waigu.info
住根城八丁目8-155　はちふくプラザねじょう3階　ホwaigu.info/

市民活動サポートセンター「ふれあいセンターわいぐ」

市民の自主的・公益的な活動（市民活動）を支援します

〈SNS「ハチカフェ」〉
協働のまちづくりや市民活動サポートなどの情報を随時、
発信しています。ぜひチェックをお願いします!

Facebook Twitter Instagram

もっと詳しく知りたい人はこちらをご利用ください!

「元気な八戸づくり」市民奨励金制度
　市民活動団体や地域コミュニティ活動団体の自主的に取り組む公益性のあるまちづくり活動を支援します。

これまで実施した事業例（令和3年）

安
あ ん ど う

藤昌
しょうえき

益資料館館内資料・展示物のリニューアル事業

1団体につき、50万円以内（対象経費の60～80％）
まちづくり支援コース

安藤昌益資料館を
育てる会
奨励金を活用し英
語版のDVD・パン
フレットを作成

これまで実施した事業例（令和3年）

高校生対象 「海猫ふれんず」ワークショップ事業

1団体につき、10万円以内（対象経費の100%）
初動期支援コース・若者支援コース

海猫ふれんず
YSアリーナ八戸で
のワークショップ
の様子

検索市民奨励金市ホームページ内で


